
｢医学教育実践の立場から入学試験の
あり方を考える｣

《問合わせ先》

札幌医科大学ＦＤ委員会事務局

（学務課学務・学生支援係 （医療人育成））

担当：戸澤（内線）2222

日時：平成26年1月8日(水) 17:30～19:00

場所：北第１講義室（教育北棟２階）

講師：羽野 卓三 先生
（和歌山県立医科大学医学部、医学教育・集団医療学教授）

概要：
和歌山県立医大医学部では、卒業生の多くが初期研修医として大学

に残るという実績があります。和歌山県出身者の割合が比較的大きいこと
もありますが、早期から戦略的に県内の実習を取り入れることをはじめ、いろ
いろな工夫もしておられます。また、入試に関して、学部担当教員の関わりも
大きく、本セミナーでは和歌山県立医大医学部で取り組んでおられる具
体的な内容を伺い、羽野先生の入試に対するお考えもお話しいただく
予定です。
入試は医学教育の最初の段階にも位置しますことから、多くの皆様の

ご参加をお願いいたします。

羽野先生の御講演の後、本学で取り入れている入試制度
（北海道医療枠、特別推薦、一般推薦、一般入試）について、
黒木医学部長から説明があります。
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